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「自転車走行指導帯」９月末で社会実験終了 

１０月１日から「実施」へ 
 

 

 

<決定内容> 

◆ 実施時期 ： 平成 19 年 10 月 1 日（月）から 

◆ 実施方法 ： 終日（24 時間） 

◆ 街頭指導 ： 冬前迄月１回実施 

 

金沢市東山、森山地区の国道 159 号において、3 月 19 日から

自転車の路肩走行を促すためバスレーン内への「自転車走行指導

帯」の設置を社会実験として行ってきましたが、9 月 27 日に第 4

回協議会［国道 159 号（浅野川大橋～東山～山の上）交通安全対

策協議会］を開催し、効果が認められたことから 9 月末で社会実

験を終了し、10 月 1 日から実施することを決定しました。 

【問い合わせ先】 

国道１５９号（浅野川大橋～東山～山の上）交通安全対策協議会 

事務局：国土交通省北陸地方整備局 金沢河川国道事務所 

交通対策課長  岡田 茂彦 

Ｔｅｌ ：０７６-２６４-８８００（代表） 

携 帯 ：０９０-1638-３６１０ 

※番号通知設定でお掛け下さい。 
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① 自転車走行実態の変化

◆自転車のルール順守率が大幅に向上

◆日中から夕方にかけても順守率は向上

【朝のバスレーン時間帯の変化】 【日中～夕方の変化】

＋６４％ ＋３０％

◆夏休み後は順守率が若干低下したものの、
街頭指導でルール・マナーを周知徹底

※実験前：Ｈ19.2.21（水）、実験中：Ｈ19.5.16（水）、実験継続後：H19.9.26（水）
 

 

 

② 歩行者の評価

◆歩行者の安全性評価が大幅に向上
＋５４％）（１６％→７０％、
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③ 自転車利用者の評価

◆自転車の安全性に対する評価が向上
＋１５％）

走行性に対する評価が向上
＋２４％）

（２１％→３６％、

◆自転車の
（１８％→４２％、

【自転車の安全性評価（朝）】 【自転車の走行性評価（朝）】

とても安全 まあ安全 わからない

7.9%

17.9% 32.2% 29.3%

4.3%

28.3%

16.4%

20.4% 26.4% 17.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実験前
(N=1001)

実験中
(N=534)

やや危険 とても危険
走りやすい まあ走りやすい わからない

やや走りにくい 走りにくい

14.0%

15.6% 24.4% 41.5%

4.8%

13.7%

28.5% 21.9% 18.5% 17.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実験前
(N=979)

実験中
(N=530)

＋１５％ ＋２４％

 

 

 

④ クルマ利用者の評価

◆今回の対策は「効果的」との回答が約６割

「特に問題ない」２６％

（効果的５７％、効果的でない２７％）

◆不便さ・・・「右側車線走行の増加」３４％

【クルマで通る人の評価】 【ドライバーの不便さ】
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⑤ 地元住民の評価

◆今回の対策は「効果的」との回答が６割以上
（効果的６５％、効果的でない２２％）

【対象区間を通る地元住民の評価】
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⑥ 自転車交通量の変化

◆指導帯設置後、自転車交通量が約１．５倍に増加！
⇒自転車走行環境の改善による効果と考えられる
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⑦ 社会実験中の事故報告

◆自転車走行指導帯に関連する事故報告なし

全事故件数が半減◆指導帯設置後、対象区間の

Ｈ１９Ｈ１８

人身事故 ２件 １件

物件事故

うち違反自転
車の事故件数

１６件 ８件

５件 ２件

合 計 １８件 ９件

※各年４月～６月の事故件数を集計（県警本部）

 

～ 6 月 4 日 第３回協議会以降の取組 ～ 

 街頭指導を２回実施（7/13、9/21） 

 CCTV カメラによる自転車走行実態の把握 

 高校生ヒアリング（星稜高校・金沢桜丘高校） 

バス運転手ヒアリング（ほくてつバス） 

 ヒアリングに基づく課題箇所の対策 

・ 信号順守に向けた対策：10 箇所 

・ 自転車の逆走防止に向けた対策：22 箇所 

・ 東山交差点の安全性向上に向けた対策 他 

 社会実験結果の公表 

・ 各種メディアを使用した公表（新聞・ラジオ・雑誌 他） 

・ リーフレット１万部の配布（地元町会、高校、小中学校、バス会社 他） 

・ ホームページでの情報公開 

 

街頭指導の様子（9 月 21 日実施） 

 


